






◎海外療養費の手続き 

  ① 受診した海外の医療機関では、一旦、かかった医療費の全額を本人が支払います。 

  ② その医療機関で、治療内容やかかった医療費等の証明書をもらいます。 

      「診療内容明細書」、「領収明細書」、できれば「カルテのコピー」 

  ③ 帰国後、歯科国保組合へ申請します。 

    上記の書類と下記の書類が必要となります。 

・ 「療養費支給申請書」 

・ 「パスポートの写し」(本人確認ができるページ及び、渡航期間の確認ができるページ) 

・ 「同意書」（保険者が海外療養の内容について紹介する場合利用します） 

  ④ 歯科国保では、明細書が外国語の場合には全協に翻訳依頼をします。 

   そして、国保連合会へ審査依頼をします。 

  ⑤ 支払は歯科国保組合より給付割合に応じて償還されます。 

 

◎次の事項には十分ご留意ください 

   ・ 歯科国保組合への払い戻し金の請求期限は、その治療費を支払った日の翌 

日から起算して２年間です。 

   ・ 必要に応じて民間の海外旅行損害保険等にも加入しましょう。 

     海外の場合、日本国内と同じ病気やけがでも、国や医療機関によって請求 

     金額が大きく異なります。 

   ・ 海外に行く前の必要な予防接種や帰国後の検診は受けるよう努めましょう。 

   ・ 詳細については、歯科国保組合にお尋ね下さい。 
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